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第 1 章

Cisco EPN Manager 4.1のインストール

この章では、Cisco EPNManager 4.1のインストールを計画し、インストールに必要なすべての
前提条件を満たしていることを確認するために必要な情報を示します。また、高可用性を持た

ない標準的な環境にCiscoEPNManager 4.1をインストールする手順についても説明します。高
可用性については、Cisco EPN Manager 4.1の高可用性（13ページ）を参照してください。

•設置の概要（1ページ）
• Cisco EPN Manager 4.1のインストールパス （2ページ）
• Cisco EPN Manager 4.1のインストールの前提条件（2ページ）
•標準環境（非 HA）での Cisco EPN Manager 4.1のインストール（4ページ）
•高可用性展開での Cisco EPN Manager 4.1のインストール（6ページ）

設置の概要
Cisco EPNManager 4.1は、次の手順に従って新規インストールとしてインストールできます。

1. Cisco EPN Manager 4.0は、仮想マシンまたはベアメタルサーバのいずれかにインストール
します。

Cisco EPN Manager 4.0インストールガイド [英語]を参照してください。

2. このガイドの手順の説明に従って、Cisco EPN Manager 4.1 UBFをインストールします。

次のトピックでは、標準展開および高可用性展開で Cisco EPN Manager 4.1 UBFをインストー
ルするための情報と手順について説明します。

• Cisco EPN Manager 4.1のインストールパス （2ページ）

• Cisco EPN Manager 4.1のインストールの前提条件（2ページ）

• Cisco EPN Manager 4.1のインストール（非 HA）（5ページ）

•プライマリサーバとセカンダリサーバへの Cisco EPNManager 4.1のインストール（HA展
開）（8ページ）
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インストール手順を開始する前に、インストールに関する重要な情報や問題についてリリース

ノートを確認してください。

（注）

Cisco EPN Manager 4.1のインストールパス
次の表に、以前のバージョンからCiscoEPNManager 3.1へのインストールに有効なパスを示し
ます。

Cisco EPN Manager 4.1へのインストールパス現在の Cisco EPN Managerバージョン

Cisco EPN Manager 4.0 > 4.1Cisco EPN Manager 4.0

Cisco EPN Manager 4.0.1 > 4.1Cisco EPN Manager 4.0.1

Cisco EPN Manager 4.0.2 > 4.1Cisco EPN Manager 4.0.2

Cisco EPN Managerバージョンのインストールの前提条件と手順については、関連するインス
トールガイドを参照してください。

ポイントパッチのインストール手順については、cisco.comのソフトウェアダウンロードサイ
トのパッチファイルに付属の readmeファイルを参照してください。

Cisco EPN Manager 4.1のインストールの前提条件

Cisco EPNManager 4.1のインストールは、Cisco EPNManager 4.0 OVA/ISOのインストールと、
それに続く Cisco EPN Manager 4.1 UBFのインストールで構成されます。

（注）

Cisco EPN Manager 4.1をインストールする前に、次のタスクを実行する必要があります。

• Cisco EPNManager 4.0を仮想マシンまたはベアメタルサーバのいずれかにインストールし
ていることを確認します。

Cisco EPN Manager 4.0インストールガイド [英語]を参照してください。

•ライセンス（3ページ）

•自動クライアントログアウトの無効化
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ライセンス

Cisco EPNManagerには、初回インストールで自動的にアクティブ化される 90日間の試用ライ
センスが含まれています。試用期間を超えてアプリケーションを使用するには、次に示すよう

に、実稼働環境と実稼働以外の環境の両方に必要な Cisco EPN Managerライセンスを取得して
インストールする必要があります。

実稼働環境の場合：

•基本ライセンス（必須）

•スタンバイライセンス（オプション）：冗長性構成で構成された2台のCiscoEPNManager
サーバを使用して高可用性展開を行う場合は、このライセンスを取得します。

• Cisco EPN Managerが管理するデバイスのタイプと対応する数の管理用ライセンス。

実稼働以外の環境（ラボ検証環境や開発環境など）については、Cisco EPN Managerのラボイ
ンストールごとに Cisco EPNManagerラボライセンスを取得してインストールしてください。
ラボライセンスは、冗長性（HA）、無制限の管理範囲を含むすべての Cisco EPN Managerの
オプションを対象としています。

ライセンスのコピーは作成しないでください。

CiscoEPNManagerライセンスを購入するには、最寄りの営業担当者にお問い合わせください。

Cisco EPN Managerで使用できるライセンスのタイプの詳細については、『Cisco Evolved
Programmable Network Manager User and Administrator Guide』のライセンスの表示と管理に関す
る情報を参照してください。

自動クライアントログアウトの無効化

一定期間クライアントがアクティブでない場合、自動的にログアウトされることがあります。

インストール中にログアウトしないようにするには、次のように、システム設定でアイドル

ユーザの自動ログアウトを無効にすることを推奨します。

ステップ 1 [Administration] > [Settings] > [System Settings] > [Server]の順に移動します。

ステップ 2 [Global Idle Timeout]セクションで、[Logout all idle users]チェックボックスをオフにします。

ステップ 3 システム設定への変更を保存するように促すメッセージが表示されたら、[OK]をクリックします。

ステップ 4 [Save]をクリックします。

ステップ 5 WebGUIウィンドウの右上にある歯車のアイコンをクリックし、[MyPreferences]をクリックします。[ユー
ザアイドルタイムアウト（User Idle Timeout）]で、[アイドルユーザをログアウトする（Logout idle user）]
チェックボックスをオフにします。

ステップ 6 [保存（Save）]をクリックします。

ステップ 7 Cisco EPN Managerからログアウトして、ログインし直します。
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標準環境（非 HA）での Cisco EPN Manager 4.1のインス
トール

標準環境（非高可用性）でCiscoEPNManager 4.1をインストールするには、次の手順に従いま
す。

1. 「Cisco EPN Manager 4.1のインストールの前提条件」のタスクを実行していることを確認
します。

2. サーバへの Cisco EPN Manager 4.1インストールファイルの配置。

3. Cisco EPN Manager 4.1のインストール（非 HA）。

4. すべてのデバイスのインベントリ収集を実行して、データベースと同期させます。「すべ
てのデバイスのインベントリとデータベースの同期（既存の展開のみ）」を参照してくだ

さい。

外部の認証および承認を使用している場合は、インストール後に、最新のアップデートを取得

するために、ユーザタスク情報をAAAサーバにエクスポートする必要があります。詳細につ
いては、Cisco Evolved Programmable Network Managerユーザおよび管理者ガイド [英語]参照し
てください。

サーバへの Cisco EPN Manager 4.1インストールファイルの配置
この手順では、ubfインストールファイルをローカルマシンにダウンロードし、ローカルマシ
ンから Cisco EPN Managerサーバにアップロードする方法を説明します。

インストールファイルをダウンロードするには、Cisco.comのアカウントが必要です。（注）

ステップ 1 「Cisco EPN Manager 4.1のインストールの前提条件」のタスクを実行していることを確認します。

ステップ 2 必要な ubfファイルをローカルマシンにダウンロードします。

1. Cisco.comのソフトウェアダウンロードサイトに移動します。

2. Cisco EPN Managerマイナーリリースファイル（cepn4.1-buildXXX.ubf形式）を見つけます。

3. ローカルマシンにファイルをダウンロードします。

ステップ 3 ファイルがローカルサーバにダウンロードされたら、チェックサム（MD5）と Cisco.comで入手可能な
チェックサムを比較します。

ステップ 4 Cisco EPN Manager Web GUIに管理者権限を持つユーザとしてログインします。

ステップ 5 ローカルマシンから Cisco EPN Managerサーバに ubfファイルをアップロードします。

Cisco Evolved Programmable Network Manager 4.1インストールガイド
4

Cisco EPN Manager 4.1のインストール

標準環境（非 HA）での Cisco EPN Manager 4.1のインストール

https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/evolved-programmable-network-epn-manager/products-user-guide-list.html
https://software.cisco.com/download/navigator.html?mdfid=286283248&selMode=null


1. 左側のサイドバーメニューから、[Administration] > [Software Update]を選択します。

2. ページ上部の青色の [Upload]リンクをクリックします。

。

3. [Upload Update]ダイアログボックスで、[Browse]をクリックして、ダウンロードしたファイルに移動
します。

4. [OK]をクリックしてファイルをサーバにアップロードします。

Cisco EPN Manager 4.1が正常にアップロードされると、[Files]タブの下にソフトウェアが表示されます。

Cisco EPN Manager 4.1のインストール（非 HA）
標準環境（非高可用性）にCiscoEPNManager 4.1をインストールするには、次の手順に従いま
す。

ステップ 1 左側のサイドバーから、[Administration] > [Software Update]を選択します。

ステップ 2 [Software Update]ページの EPN Manager 4.1に関連付けられている [Install]ボタンをクリックします。

ステップ 3 インストールを続行するには、確認メッセージのポップアップウィンドウで [はい（Yes）]をクリックし
ます。

インストールが完了すると、サーバが再起動します。（注）

ステップ 4 既存のファイルを上書きするかどうかを確認するメッセージが表示された場合は、[Yes]をクリックしま
す。

インストールが成功すると、ステータスが [インストール済み（Installed）]に変わります。CiscoEPNManager
が自動的に再起動し、Cisco EPN ManagerのWeb GUIにしばらくアクセスできなくなります。

ステップ 5 Cisco EPN Managerサービスのステータスを確認します。

1. Cisco EPN Managerサーバとの SSHセッションを開始し、Cisco EPN Manager CLI管理者ユーザとして
ログインします。

2. ncs statusコマンドを実行して、少なくともヘルスモニタ、データベース、NMS、SAMデーモン、DA
デーモン、コンプライアンスエンジンのサービスが稼働していることを確認します。最適なCiscoEPN
Manager機能を使用するには、すべてのサービスが稼働している必要があることに注意してください。

ステップ 6 Cisco EPN ManagerのWeb GUIにアクセスできる場合は、ログインして、[Software Update]ページで Cisco
EPN Managerマイナーリリースのステータスが [Installed]になっていることを確認します。

1. 左側のサイドバーから、[管理（Administration）] > [ソフトウェアアップデート（Software Update）]
を選択します。
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2. [Cisco EPN Manager Minor Release]が Updates]タブの下に [Installed]として表示されていることを確認
します。また、ubfファイル（cepnm4.1-buildXXX.ubfの形式）が [Files]タブに表示されていて、[InUse]
ステータスが [Yes]になっていることを確認します。

次のタスク

Cisco EPNManagerマイナーリリースをインストールするとCisco EPNManagerが再起動される
ため、同期クロック操作でのサービスの再起動は無視できます。

（注）

すべてのデバイスのインベントリとデータベースの同期（既存の展開

のみ）

以前のバージョンの Cisco EPN Managerをすでに使用している場合（つまり、新規インストー
ルではない場合）、デバイスで同期操作を実行する必要があります。同期操作では、デバイス

の物理インベントリと論理インベントリを収集し、その情報をデータベースに保存するように

Cisco EPN Managerに指示します。

ステップ 1 [Monitor] > [Network Devices]を選択します。

ステップ 2 すべてのデバイスを選択し、[同期（Sync）]をクリックします。

高可用性展開での Cisco EPN Manager 4.1のインストール
HA環境で Cisco EPN Manager 4.1をインストールするには、次の手順に従います。

1. 一般インストールおよび HAインストールの前提条件タスクの実行。

2. HA設定の削除。

3. サーバへの Cisco EPN Manager 4.1インストールファイルの配置（HA展開）。

4. プライマリサーバとセカンダリサーバへの Cisco EPN Manager 4.1のインストール（HA展
開）。

5. すべてのデバイスのインベントリとデータベースの同期（既存の展開のみ）。

外部の認証および承認を使用している場合は、インストール後に、最新のアップデートを取得

するために、ユーザタスク情報を AAAサーバにエクスポートする必要があります。
（注）
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一般インストールおよび HAインストールの前提条件タスクの実行
HAのインストールを開始する前に、次の手順を実行します。

1. プライマリサーバとセカンダリサーバの両方で「Cisco EPN Manager 4.1のインストールの
前提条件」のタスクを実行します。

HA設定の削除

このプロセスは、サーバが HA設定に関連付けられている場合にのみ必要です。（注）

ステップ 1 「Cisco EPN Manager 4.1のインストールの前提条件」のタスクを実行していることを確認します。

ステップ 2 プライマリサーバの Cisco EPN Manager Web GUIに管理者権限を持つユーザとしてログインします。

ステップ 3 左側のサイドバーから、[管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [ハイアベイラビリティ（High
Availability）]の順に選択します。

ステップ 4 左側の [HA設定（HA Configuration）]をクリックします。

ステップ 5 [削除（Remove）]をクリックします。

ステップ 6 削除操作が完了したら、[設定モード（ConfigurationMode）]フィールドに [HAが設定されていません（HA
Not Configured）]と表示されていることを確認します。

サーバへのCisco EPN Manager 4.1インストールファイルの配置（HA展
開）

はじめる前に

HAを有効にしたときに作成したパスワード（認証キー）があることを確認します。セカンダ
リサーバにパッチをインストールするときに必要です。

ステップ 1 「HA設定の削除」の説明に従い、HA設定を削除していることを確認します。

ステップ 2 プライマリサーバで、Cisco EPN Manager 4.1 ubfファイルをアップロードします。「サーバへの Cisco EPN
Manager 4.1インストールファイルの配置」の手順に従います。

ステップ 3 CiscoEPNManager 4.1 ubfファイルをセカンダリサーバにアップロードします。（プライマリサーバにアッ
プロードされてインストールされたものと同じファイルを使用します。）

1. ブラウザに次のURLを入力することにより、セカンダリサーバのHMWebページにログインします。

https://serverIP:8082

ここで、serverIPはセカンダリサーバの IPアドレスまたはホスト名です。
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1. 認証キーを入力して、[ログイン（Login）]をクリックします。
2. [ヘルスモニタ（Health Monitor）]ウィンドウの右上にある [ソフトウェアアップデート（Software

Update）]をクリックして、[セカンダリサーバのソフトウェアアップデート（SecondaryServer Software
Update）]ウィンドウを開きます。

3. 認証キーを入力して、[ログイン（Login）]をクリックします。
4. ウィンドウタイトルの下にある [アップロード（Upload）]リンクをクリックし、ubfファイルを参照
して、[OK]をクリックします。

ubfファイルのアップロードが成功すると、[Files]タブの下にファイルが表示されます。

次のタスク

プライマリサーバとセカンダリサーバへのCiscoEPNManager4.1のインストール（HA展開）。

プライマリサーバとセカンダリサーバへの Cisco EPN Manager 4.1のイ
ンストール（HA展開）

はじめる前に

• HAを有効にしたときに作成したパスワード（認証キー）があることを確認します。この
パスワードは、セカンダリサーバで Cisco EPN Managerマイナーリリースファイルをイン
ストールするために必要になります。

•進行中のバックアップがないことを確認します。

これにより、フェールオーバー後にコンプライアンスサーバがセカンダリサーバ上で起動し

て稼働するようになります。

ステップ 1 「Cisco EPN Manager 4.1のインストール（非 HA）」の説明に従い、Cisco EPN Manager 4.1をプライマリ
サーバにインストールし、インストールの内容を確認します。インストール後に、プライマリサーバが自

動的に再起動し、Web GUIにしばらくアクセスできません。

ステップ 2 プライマリサーバとセカンダリサーバの両方でハードウェアクロックとNTPクロックを同期し、各サーバ
のクロックが相互に同期されていることを確認します。

Cisco EPN Managerマイナーリリースをインストールすると Cisco EPN Managerが再起動されるた
め、同期クロック操作でのサービスの再起動は無視できます。

（注）

ステップ 3 セカンダリサーバに Cisco EPN Manager 4.1をインストールします。

1. ブラウザに URL（https://serverIP:8082）を入力して、セカンダリサーバの HMWebページにログイン
します。

ここで、serverIPはセカンダリサーバの IPアドレスまたはホスト名です。

2. 認証キーを入力して、[ログイン（Login）]をクリックします。
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3. [ヘルスモニタ（Health Monitor）]ウィンドウの右上にある [ソフトウェアアップデート（Software
Update）]をクリックして、[セカンダリサーバのソフトウェアアップデート（SecondaryServer Software
Update）]ウィンドウを開きます。

4. 認証キーを入力して、[ログイン（Login）]をクリックします。
5. [Software Update]ページの Cisco EPN Managerマイナーリリースに関連付けられている [Install]ボタン
をクリックします。

6. インストールを続行するには、確認メッセージのポップアップウィンドウで [はい（Yes）]をクリッ
クします。正常にインストールされると、ステータスが [インストール済み（Installed）]に変わり、セ
カンダリサーバが自動的に再起動します。

ステップ 4 セカンダリサーバが再起動した後、セカンダリサーバでインストールを確認します。

1. セカンダリサーバで SSHセッションを開始して、Cisco EPNManager CLI管理者ユーザとしてログイン
します。

2. ncs statusコマンドを実行して、少なくともヘルスモニタ、データベース、NMS、SAMデーモン、DA
デーモン、コンプライアンスエンジンのサービスが稼働していることを確認します。最適なCiscoEPN
Manager機能を使用するには、すべてのサービスが稼働している必要があることに注意してください。

3. Web GUIにアクセスできたら、セカンダリサーバの [HM Web]ページでインストールとバージョンを
確認します。ブラウザに次の URLを入力します。https://serverIP:8082

ここで、serverIPはセカンダリサーバの IPアドレスまたはホスト名です。

4. 認証キーを入力して、[Login]をクリックします。
5. [ヘルスモニタ（Health Monitor）]ウィンドウの右上にある [ソフトウェアアップデート（Software

Update）]をクリックして、[セカンダリサーバのソフトウェアアップデート（SecondaryServer Software
Update）]ウィンドウを開きます。

6. 認証キーを入力して、[ログイン（Login）]をクリックします。
7. [Files]タブで、Cisco EPNManagerマイナーリリースファイル（cepnm4.1-buildXXX.ubf形式）が表示さ
れていて、[In Use]ステータスが [Yes]になっていることを確認します。

ステップ 5 次のコマンドを実行して、すべてのサービスが起動していて実行されていることを確認します。

ncs status

ステップ 6 プライマリサーバで、高可用性を有効にし、プライマリサーバの HAのステータスが [プライマリアク
ティブ（Primary Active）]であることを確認します。

1. 高可用性を有効にします。

1. Cisco EPN Manager Web GUIに管理者権限を持つユーザとしてログインします。
2. 左側のサイドバーメニューから、[Administration] > [Settings] > [High Availability]の順に選択しま
す。

3. 左側の [HAConfiguration]をクリックして、セカンダリサーバの IPアドレス、セカンダリサーバの
認証キー、および Cisco EPN Managerが HAのステータス変更通知を送信する電子メールアドレス
を入力します。

4. HAセットアップで仮想 IPアドレッシングを使用している場合（プライマリサーバとセカンダリ
サーバが同じサブネットにある場合）は、[仮想 IPの有効化（Enable Virtual IP）]チェックボック
スをオンにして、仮想 IPアドレスを入力します。
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5. 「HA設定の準備状況の確認」で説明されているプロセスに従って、HAの準備状況を確認します。

6. [保存（Save）]をクリックして、サーバが同期されるまで待ちます。
7. 設定モードが [HA対応（HA Enabled）]になっていることを確認します。

2. プライマリサーバの HAステータスを確認します。

1. 左側の [HAステータス（HA Status）]をクリックします。
2. [現在のステータスモード（Current State Mode）]に [プライマリアクティブ（Primary Active）]と
表示されていることを確認します。

ステップ 7 セカンダリサーバの HAステータスが [セカンダリ同期中（Secondary Syncing）]になっていることを確認
します。

1. ブラウザに URL（https://serverIP:8082）を入力して、セカンダリサーバの HMWebページにログイン
します。

ここで、serverIPはセカンダリサーバの IPアドレスまたはホスト名です。

2. 認証キーを入力して、[ログイン（Login）]をクリックします。
3. [現在のステータスモード（Current StateMode）]が [セカンダリ同期中（Secondary Syncing）]（緑色の
チェックマーク付き）になっていることを確認します。

HA設定の準備状況の確認
HA設定時に、HAに関連する他の環境パラメータ（システム仕様、ネットワーク構成、サー
バ間の帯域幅など）によって HA設定が決定されます。

15のチェックがシステムで実行され、エラーや障害なくHA設定が完了したことが確認されま
す。準備状況の確認機能を実行すると、チェックリストの名前および対応するステータスが、

該当する場合は推奨事項とともに表示されます。

確認準備機能は HA設定をブロックしません。一部のチェックに合格しない場合でも、HAを
設定できます。

（注）

HA設定の準備状況を確認するには、次の手順に従います。

ステップ 1 管理者権限を持つユーザ IDとパスワードを使用して Cisco EPN Managerにログインします。

ステップ 2 メニューから、[管理（Administration）]> [設定（Settings）]> [ハイアベイラビリティ（High Availability）]
の順に選択します。Cisco EPN Managerによって HAステータスページが表示されます。

ステップ 3 [HA設定（HA Configuration）]を選択します。

ステップ 4 [セカンダリサーバ（Secondary Server）]フィールドにセカンダリサーバの IPアドレスを入力し、[認証
キー（Authentication Key）]フィールドのセカンダリの認証キーを入力します。
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ステップ 5 [準備状況の確認（Check Readiness）]をクリックします。

ポップアップウィンドウが開き、システム仕様およびその他のパラメータが表示されます。画面には、

チェックリスト項目の名前、ステータス、影響、推奨事項の詳細が示されます。

その下に、準備状況の確認に使用されたチェックリストのテスト名と説明のリストが表示されます。

表 1 :チェックリストの名前と説明

テストの説明チェックリストのテスト名

プライマリサーバとセカンダリサーバの両方のCPU
数を確認します。

両方のサーバのCPU数は要件を満たす必要がありま
す。

システム - CPU数の確認（SYSTEM - CHECK CPU
COUNT）

プライマリサーバとセカンダリサーバの両方のディ

スク速度を確認します。

必要な最小ディスク速度は 200 Mbpsです。

システム -ディスク IOPSの確認（SYSTEM-CHECK
DISK IOPS）

プライマリサーバとセカンダリサーバの両方のRAM
サイズを確認します。

両方のサーバの RAMサイズが要件を満たしている
必要があります。

システム - RAMサイズの確認（SYSTEM - CHECK
RAM SIZE）

プライマリサーバとセカンダリサーバの両方のディ

スクサイズを確認します。

両方のサーバのディスクサイズが要件を満たしてい

る必要があります。

システム -システムディスクサイズ（SYSTEM -
CHECK DISK SIZE）

プライマリサーバが pingを介してセカンダリサー
バに到達できることを確認します。

システム -サーバへの ping確認（SYSTEM - CHECK
SERVER PING REACHABILITY）

プライマリサーバとセカンダリサーバの OSバー
ジョンが同じであることを確認します。

システム - OS互換性の確認（SYSTEM - CHECK OS
COMPATABILITY）

ヘルスモニタプロセスがプライマリサーバとセカ

ンダリサーバの両方で実行されているかどうかを確

認します。

システム -ヘルスモニタのステータス（SYSTEM -
HEALTH MONITOR STATUS）

インターフェイス eth0の速度がプライマリサーバと
セカンダリサーバの両方で推奨されている100Mbps
に一致していることを確認します。

このテストでは、プライマリサーバとセカンダリ

サーバ間でのデータ送信によるネットワーク帯域幅

の測定は行いません。

ネットワーク -ネットワークインターフェイスの帯
域幅確認（NETWORK - CHECK NETWORK
INTERFACE BANDWIDTH）
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データベースポート1522がシステムファイアウォー
ルで開いていることを確認します。

このポートが無効になっていると、テストは iptables
リストで 1522の権限を付与します。

ネットワーク -データベースポートの開閉について
ファイアウォールの確認（NETWORK - CHECK
FIREWALL FOR DATABASE PORT
ACCESSIBILITY）

データベースファイルのステータスがオンラインに

なっており、プライマリサーバとセカンダリサー

バの両方でアクセス可能であることを確認します。

データベース -オンラインステータスの確認
（DATABASE - CHECK ONLINE STATUS）

HAセットアップの「/dev/shm」データベースメモ
リターゲットサイズを確認します。

データベース -メモリターゲットの確認
（DATABASE - CHECK MEMORY TARGET）

データベースのリスナーがプライマリサーバとセカ

ンダリサーバの両方で稼働中であることを確認しま

す。

障害が発生した場合、テストはリスナーを起動し、

ステータスを報告しようとします。

データベース -リスナーのステータス（DATABASE
- LISTENER STATUS）

すべてのデータベースインスタンスがデータベース

リスナー設定ファイル「listener.ora」の下にあること
を確認します。

データベース -リスナー設定ファイルの破損確認
（DATABASE - CHECK LISTENER CONFIG
CORRUPTION）

データベース TNSリスナーの設定ファイル
「tnsnames.ora」の下にすべての「WCS」インスタン
スが存在していることを確認します。

データベース - TNS設定ファイルの破損確認
（DATABASE - CHECK TNS CONFIG
CORRUPTION）

プライマリサーバとセカンダリサーバの両方で

TNSPINGが成功していることを確認します。
データベース - TNS到達可能性のステータス
（DATABASE - TNS REACHABILITY STATUS）

ステップ 6 すべてのパラメータのチェックが完了したら、パラメータのステータスを確認し、[クリア（Clear）]をク
リックしてウィンドウを閉じます。

準備状況の確認中のフェールバックイベントとフェールオーバーイベントは、[アラームとイベ
ント（Alarms and Events）]ページに転送されます。設定障害イベントは [アラームとイベント
（Alarms and Events）]ページにはありません。

（注）
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第 2 章

Cisco EPN Manager 4.1の高可用性

この章では、高可用性環境における Cisco EPN Managerに関する情報を示します。

•高可用性の概要（13ページ）
•高可用性展開の考慮事項（14ページ）

高可用性の概要
Cisco EPNManager高可用性（HA）システムは、障害発生時に継続的なシステム動作を確保し
ます。HAでは、リンクされて同期された Cisco EPN Managerサーバのペアを使用して、いず
れかのサーバで発生する可能性のあるアプリケーション障害またはハードウェア障害による影

響を最小限に抑えるか、あるいは完全に排除します。

次の図に、高可用性展開の主なコンポーネントとプロセスフローを示します。

高可用性展開は、プライマリサーバとセカンダリサーバで構成され、両方のサーバ上にヘル

スモニタ（HM）インスタンス（アプリケーションプロセスとして実行）が存在します。プラ
イマリサーバに障害が発生すると（問題が発生したためか、または手動で停止させたため）、

プライマリサーバへのアクセスを復元する間はセカンダリサーバがネットワークの管理を引
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き継ぎます。自動フェールオーバーするように展開を設定すると、プライマリサーバの障害発

生後 2～ 3分以内にセカンダリサーバがアクティブなロールを引き継ぎます。

プライマリサーバに関する問題が解決し、サーバが実行状態になっても、スタンバイモード

のままとなり、アクティブなセカンダリサーバとのデータの同期が開始されます。フェール

バックがトリガーされると、プライマリサーバがアクティブなロールを再度引き継ぎます。プ

ライマリサーバとセカンダリサーバの間でのこのロールの切り替えは、障害後、プライマリ

サーバが再インストールされていない限り、通常、約 2～ 3分かかります。プライマリサーバ
が再インストールされている場合は、（セットアップのサイズに基づき）それよりも長く時間

がかかります。

HAの詳細については、『Cisco Evolved Programmable Network Manager User and Administrator
Guide』の HAに関する項を参照してください。

高可用性展開の考慮事項
•高可用性展開のモデル
•高可用性の制限について
•仮想アドレスを使用できるかどうかの検討

高可用性展開のモデル

Cisco EPN Managerは、次の高可用性（HA）展開モデルをサポートしています。

例：プライマリサーバとセカンダリサー

バの場所

HA展開モデル

同じデータセンターにある

サーバ

同じサブネット上（レイヤ2プロキシ
ミティ）

ローカル（Local）

同じキャンパス、市区町村、

県などにあるサーバ

LAN経由で接続されているさまざま
なサブネット

キャンパス（Campus）

サーバが地理的に分散してい

る

WAN経由で接続されているさまざま
なサブネット

リモート（Remote）

ローカル、キャンパス、またはリモートのHA展開モデルを使用するかどうかの決定時には、
次の要因を考慮してください。

•災害へのリスク：展開モデルの分散が多いほど、自然災害によるビジネスへのリスクが軽
減されます。リモートからのHA展開は自然災害による影響を最も受けにくく、複雑さと
コストが軽減されたビジネス継続性モデルを実現できます。ローカルでの HA展開は、
サーバコロケーションにより災害に対して最も脆弱になります。

•仮想 IPアドレスを使用できるかどうか：ローカルでの HA展開のみが仮想 IPアドレスを
使用できます。仮想 IPアドレスは、フェールオーバーやフェールバックの後でも、常に

Cisco Evolved Programmable Network Manager 4.1インストールガイド
14

Cisco EPN Manager 4.1の高可用性

高可用性展開の考慮事項

https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/evolved-programmable-network-epn-manager/products-user-guide-list.html
https://www.cisco.com/c/en/us/support/cloud-systems-management/evolved-programmable-network-epn-manager/products-user-guide-list.html


アクティブなサーバを指す単一の IPアドレスです。また、プライマリサーバとセカンダ
リサーバの両方で共通の管理 IPアドレスを共有することもできます。

•帯域幅/遅延：プライマリサーバとセカンダリサーバは、帯域幅が高く、遅延が小さい短
いネットワークリンクによって接続されているため、ローカルHA展開において帯域幅は
最も高くなり、遅延は最も小さくなります。キャンパス HA展開では、ローカルでの HA
展開よりも帯域幅が低くなり、遅延が大きくなる場合があります。リモートからのHA展
開では、帯域幅は最も低く、遅延は最も大きくなります。

•管理：HA管理は、ローカルでの HA展開で最も簡単ですが、キャンパスおよびリモート
の HA展開の場合はより複雑になります。リモートでの HA展開には、管理上の修復が必
要になります。

•デバイスイベントの転送の設定：イベント転送の設定は、ローカルでのHA展開が最も簡
単です。これは、仮想 IPアドレスを使用し、その単一の仮想 IPアドレスにイベントを転
送するようにデバイスを設定できるためです。仮想 IPアドレスを使用しない場合は、プ
ライマリサーバとセカンダリサーバの両方にイベントを転送するようにデバイスを設定

する必要があります。

HAの詳細については、『Cisco Evolved Programmable Network Manager User and Administrator
Guide』を参照してください。

高可用性の制限について

Cisco EPN Managerの HAシステムには、次の制限要因が適用されます（これは、すべての高
可用性展開モデルに適用されます）。

• HAシステムでは、HA動作に対応するために、少なくとも 500Mbps（メガビット/秒）以
上のネットワーク帯域幅が必要です。これらの操作には、HA登録、データベース同期、
ファイル同期、フェールバックのトリガーが含まれます（ただし、これらに限定されませ

ん）。Cisco EPN Managerは、すべてのネットワークニーズに単一の物理ポートを使用す
るため、帯域幅が不十分になり、HAパフォーマンスに影響を与える可能性があります。

• HAシステムでは、プライマリサーバとセカンダリサーバ間のネットワークリンク上は低
遅延（最大 100 ms、70 ms未満を推奨）が必要です。この 2台のサーバの物理的な近接性
に関わらず、サーバ間のリンクで発生する遅延が大きい場合、Cisco EPN Managerによる
プライマリサーバとセカンダリサーバ間のセッション維持状態に影響が及ぶ可能性があ

ります。これは、大規模なデータベースには、より低い遅延とより高い帯域幅を必要とす

る同期トランザクションが多く必要になるためです。Cisco EPN Managerを使用して比較
的小規模なネットワークを管理している場合、データベースは小さいため、HAはネット
ワーク遅延が長くなり、帯域幅が低くなる可能性があります。

• HAパフォーマンスは、プライマリサーバとセカンダリサーバに接続するネットワークが
提供するネットワークスループットに大きく影響されます。この制約は、すべての展開モ

デルに（ある程度まで）適用されます。たとえば、地理的に分散した展開では、低帯域幅

と高遅延により、リモート HA展開に問題が発生する可能性が高くなります。ただし、
ローカルおよびキャンパスでの HA展開が正しく設定されていない場合、使用率の高い
ネットワークでの帯域幅の制限により、遅延による問題の影響を非常に受けやすくなりま

す。
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さまざまなHAのどれにネットワークが適しているかを判断するには、シスコの担当者に問い
合わせ、支援を受けてください。

仮想アドレスを使用できるかどうかの検討

ローカルHAは展開のセットアップに仮想 IPアドレスを使用すると、ユーザは実際にアクティ
ブなサーバを知らなくても、単一の IPアドレスまたはWeb URLを使用してアクティブなサー
バに接続できます。仮想 IPアドレスを使用すると、両方のサーバが共通の管理 IPアドレスを
共有することもできます。通常の操作中、仮想 IPアドレスはプライマリサーバをポイントし
ます。フェールオーバーが発生すると、仮想 IPアドレスはセカンダリサーバを自動的にポイ
ントします。フェールバックが発生すると、仮想 IPアドレスは自動的にプライマリサーバに
切り替わります。

仮想 IPアドレスを使用するには、次の IPアドレスが同じサブネット上にある必要がありま
す。

•仮想 IPアドレス

•プライマリサーバおよびセカンダリサーバの IPアドレス

•プライマリサーバとセカンダリサーバに設定されているゲートウェイの IPアドレス

次に、仮想、プライマリ、およびセカンダリの IPアドレスを相互に割り当てる例を示します。
プライマリサーバとセカンダリサーバに、特定のサブネット内の次の IPアドレスが割り当て
られている場合は、両方のサーバの仮想 IPアドレスは次のように割り当てることができます。

•サブネットマスク：255.255.255.224（/32）
•プライマリサーバの IPアドレス：10.10.101.1
•セカンダリサーバの IPアドレス：10.10.101.2
•仮想 IPアドレス：10.10.101.[3-30]例：10.10.101.3。仮想 IPアドレスは、特定のサブネッ
トマスクで有効なアドレス範囲内の任意のアドレスになることに注意してください。

仮想 IPアドレスを使用しない場合は、プライマリサーバとセカンダリサーバの両方にイベン
トを転送するように（特定のサブネット、またはプライマリサーバとセカンダリサーバの両

方を含む IPアドレスの範囲にイベントを転送するなどによって）デバイスを設定する必要が
あります。データを損失する可能性を低減する（または排除する）には、フェールオーバーが

発生する前にデバイスイベントの転送を設定する必要があります。インストール中にセカンダ

リサーバに変更を加える必要はありません。プライマリサーバとセカンダリサーバを個別の

IPアドレスでプロビジョニングするだけです。

HA展開で単一の IPアドレスを使用するかどうかにかかわらず、ユーザはアクティブなサーバ
IPアドレス/URLを使用して Cisco EPN Manager Web GUIに常に接続する必要があります。
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第 3 章

Cisco EPN Manager 4.1へのアップグレード

有効なアップグレードパス（17ページ）に記載されているいずれかを実行して、Cisco EPN
Manager 4.1にアップグレードできます。

この章では、バックアップ/復元アップグレードを使用して Cisco EPN Manager 4.1へアップグ
レードする手順を説明します。

バックアップ/復元アップグレード：現在インストールされているCisco EPNManagerバージョ
ンのすべてのデータをバックアップし、新しいサーバにCiscoEPNManager 4.1をインストール
して、新しい Cisco EPN Manager 4.1サーバにバックアップしたデータを復元します。

Cisco EPNManager 4.1のインストールは、Cisco EPNManager 4.0 OVA/ISOのインストールと、
それに続く Cisco EPN Manager 4.1 UBFのインストールで構成されます。

（注）

•有効なアップグレードパス（17ページ）
• Cisco EPN Manager 4.1へのアップグレード（非 HA）（18ページ）
• Cisco EPN Manager 4.1へのアップグレード（高可用性）（19ページ）
•アップグレード後のタスク（21ページ）

有効なアップグレードパス
次の表に、以前のバージョンからの Cisco EPN Manager 4.1へのインストール/アップグレード
に有効なパスを示します。

Cisco EPN Manager 4.1へのインストールパス現在の Cisco EPN Managerバージョン

Cisco EPN Manager 4.0 > 4.1Cisco EPN Manager 4.0

Cisco EPN Manager 4.0.1 > 4.1Cisco EPN Manager 4.0.1

Cisco EPN Manager 4.0.2 > 4.1Cisco EPN Manager 4.0.2

Cisco Evolved Programmable Network Manager 4.1インストールガイド
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Cisco EPN Managerバージョンのインストールの前提条件と手順については、関連するインス
トールガイドを参照してください。

ポイントパッチのインストール手順については、cisco.comのソフトウェアダウンロードサイ
トのパッチファイルに付属の readmeファイルを参照してください。

Cisco EPN Manager 4.1へのアップグレード（非 HA）
次のトピックで、標準展開（非高可用性）で以前のバージョンのCiscoEPNManagerからCisco
EPN Manager 4.1にアップグレードする方法について説明します。

•バックアップ/復元アップグレード（非 HA）

•アップグレード後のタスク

高可用性展開でアップグレードを実行する場合は、Cisco EPNManager 4.1へのアップグレード
（高可用性）（19ページ）を参照してください。

バックアップ/復元アップグレード（非 HA）
バックアップ/復元アップグレードでは、現在インストールされているCisco EPNManagerバー
ジョンのすべてのデータをバックアップし、新しいサーバに Cisco EPN Manager 4.1をインス
トールして、新しいCiscoEPNManager 4.1サーバにバックアップしたデータを復元します。こ
れは推奨されるアップグレード方法です。

はじめる前に

•新しいサーバがバックアップ元のサーバと同じハードウェア仕様であることを確認しま
す。

•以前のサーバが使用するリモートバックアップリポジトリの場所に注意してください。
新しいサーバと同じバックアップ場所を設定する必要があります。

ステップ 1 新しいサーバで、「Cisco EPN Manager 4.0のインストール（非 HA）」の手順に従って Cisco EPN Manager
4.1をインストールします。

ステップ 2 『Cisco Evolved Programmable Network Manager User and Administrator Guide』のリモートバックアップリ
ポジトリに関するトピックに記載されているように、以前のサーバと同じリモートバックアップリポジト

リを使用するように新しいサーバを設定します。

ステップ 3 『Cisco Evolved Programmable Network Manager User and Administrator Guide』のリモートバックアップリ
ポジトリに関するトピックに記載されているように、リモートリポジトリのバックアップを新しいサーバ

に復元します。
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Cisco EPN Manager 4.1へのアップグレード（高可用性）
以降のトピックで、高可用性展開でCiscoEPNManager 4.1にアップグレードするための手順を
示します。

バックアップ/復元アップグレード（高可用性）

アップグレードが完了するまで、高可用性は機能しません。（注）

バックアップ/復元アップグレード（高可用性）
HA環境でのバックアップ/復元のアップグレードには、次の手順で詳しく説明する次の基本的
な手順が含まれます。

1. HAを削除します。
2. データをリモートリポジトリにバックアップします。

3. プライマリサーバとセカンダリサーバの両方で Cisco EPNManagerの新規インストールを
実行します。

4. プライマリサーバでバックアップデータを復元します。

5. HAを再設定します。

はじめる前に

•展開が一般的な HA要件を満たしていることを確認します。
•展開がCisco EPN Manager 4.1のインストールの前提条件（2ページ）に記載されている
アップグレード固有の要件を満たしていることを確認します。

•新しいサーバが少なくともバックアップ元のサーバと同じハードウェア仕様であることを
確認します。

•以前のサーバが使用するリモートバックアップリポジトリの場所に注意してください（該
当する場合）。新しいサーバと同じバックアップ場所を設定する必要があります。

• HAを有効にしたときに作成したパスワード（認証キー）があることを確認します。この
パスワードは、セカンダリサーバでCiscoEPNManager 4.1のインストールを実行するため
に必要になります。

ステップ 1 プライマリサーバで、高可用性設定を削除します。

1. 管理者権限を持つユーザとして Cisco EPN Managerにログインします。
2. [管理（Administration）] > [設定（Settings）] > [高可用性（High Availability）]を選択します。
3. HA設定を書き留めます。アップグレード後に HAを再設定するには、この情報が必要です。
4. 左側のナビゲーション領域で [HA設定（HA Configuration）]を選択し、[削除（Remove）]をクリック
します。

5. 削除操作が完了するまで待ちます。
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6. 左側のナビゲーション領域で、[HA設定（HAConfiguration）]をクリックし、[設定モード（Configuration
Mode）]フィールドに [HA設定なし（HA Not Configured）]が表示されていることを確認します。

ステップ 2 データをリモートリポジトリにバックアップします。『Cisco Evolved Programmable Network Manager User
and Administrator Guide』のバックアップに関するトピックを参照してください。

リモートリポジトリがない場合は、リポジトリを設定します。『Cisco Evolved Programmable
Network Manager User and Administrator Guide』のリモートバックアップリポジトリに関するト
ピックを参照してください。

（注）

ステップ 3 高可用性展開での Cisco EPN Manager 4.1のインストール（6ページ）の説明に従い、Cisco EPN Manager
4.1を新しい 2台のサーバにインストールします。

ステップ 4 インストールが完了したら、新しいプライマリサーバを設定して、以前のプライマリサーバと同じリモー
トバックアップリポジトリ（ステップ2で使用したリポジトリ）を使用します。『CiscoEvolvedProgrammable
Network Manager User and Administrator Guide』のリモートバックアップリポジトリに関するトピックを参
照してください。

ステップ 5 プライマリサーバ（のみ）で、リモートリポジトリからバックアップを復元します。『Cisco Evolved
Programmable Network Manager User and Administrator Guide』のデータ復元に関するトピックを参照してく
ださい。

プライマリサーバでの復元操作の実行のみが必要です。HAが再び有効になると、セカンダリ
サーバはプライマリサーバと同期されます。

（注）

ステップ 6 プライマリサーバ：

1. サーバが再起動していることを確認します。

2. ncs statusコマンドを実行して、ヘルスモニタプロセスとその他のプロセスが再起動したことを確認
します。最低でもヘルスモニタ、データベース、NMS、SAMデーモン、DAデーモン、コンプライア
ンスエンジンの各サービスが稼働していることを確認します。最適な Cisco EPN Manager機能を使用
するには、すべてのサービスが稼働している必要があることに注意してください。

ステップ 7 プライマリサーバの ncs status出力に Compliance engine is stoppedが表示される場合は、次の操作を行い
ます。

1. Cisco EPN Managerを停止します。

ncs stop

2. Linux CLIルートユーザとしてログインします。
3. ソフトリンクを使用してタイムゾーンを更新します（次のコマンドは 1行です）。

ln -sf /usr/share/zoneinfo/$(grep ^clock /storedconfig/active/startup-config | cut -d " " -f
3) /etc/localtime

ステップ 8 復元が完了したら、プライマリサーバでアップグレード後のタスクを実行します。「アップグレード後の
タスク」を参照します。

ステップ 9 プライマリサーバにセカンダリサーバを登録してHAを再設定します。ステップ 1で保存した情報を使用
します。登録プロセスはプライマリサーバから実行する必要があります。詳細については、『CiscoEvolved
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Programmable Network Manager User and Administrator Guide』のプライマリサーバへのセカンダリサーバの
登録に関する項を参照してください。

アップグレード後のタスク
• Cisco Smart Licensingを使用している場合、cisco.comの Cisco Smart Software Manager
（CSSM）に、Cisco EPN Managerを再登録します。『Cisco Evolved Programmable Network
Manager User and Administrator Guide』のライセンスの管理を説明するトピックを参照して
ください。

•すべてのデバイスのインベントリを次のようにデータベースと同期します。

1. Cisco EPN Manager GUIで、[モニタ（Monitor）] > [ネットワークデバイス（Network
Devices）]を選択します。

2. すべてのデバイスを選択し、[同期（Sync）]をクリックします。

•アップグレードされた Cisco EPN Managerサーバへの接続を試行する前に、Cisco EPN
Managerの以前のバージョンにアクセスしたすべてのクライアントマシンのブラウザ
キャッシュをクリアするようにユーザに指示します。

•アップグレード前に外部 AAAを使用していた場合は、外部認証をもう一度設定します。
『Cisco Evolved Programmable Network Manager User and Administrator Guide』のユーザ管理
に関するトピックを参照してください。

•アップグレード中に、CiscoEPNManagerホームページがデフォルトのホームページ（[は
じめに（Getting Started）]ページ）にリセットされます。ユーザは、[はじめに（Getting
Started）]ページまたはページの右上にある [設定（Settings）]メニューから、独自のデ
フォルトホームページを選択できます。

既存のタブの新しいダッシュレットは、アップグレード後に自動的に追加されることはありま

せん。ダッシュレットはダッシュボードメニューの [Settings] > [AddDashlet(s)]から手動で追加
できます。

新しい [dashboard]タブが自動的に追加されます。
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第 4 章

インストール関連の補足情報と手順

•復旧モードでの起動（23ページ）
• Cisco EPN Manager Web GUIへのログイン（23ページ）
•サポートされるタイムゾーン（24ページ）

復旧モードでの起動

ステップ 1 EPNM ISOから起動します。

ステップ 2 インストールメニューで、[Cisco EPNM System Rescue Mode]を選択します。

ステップ 3 復旧対象のターゲットシステムのディスクのマウントについてのプロンプトが表示されたら、20秒待ち、
オプション 1 [Continue]を選択します。これにより、/mnt/sysimageの下にシステムがマウントされます。
シェルを取得するように促されたら、[Enter]キーを押します。このシェルは、/mnt/sysimageの下にターゲッ
トシステムがマウントされた状態で、インストール/回復環境内に存在します。このシェルには、すべての
共通ファイルシステム、ディスク、LVM、ネットワークツールなど、システムの復旧に使用できる多数の
ツールがあります。ターゲットシステムのさまざまな binディレクトリが、デフォルトの実行可能検索パ
ス（${PATH}）に追加されます。

ステップ 4 chroot /mnt/sysimageの実行による /mnt/sysimageディレクトリへの chroot

Cisco EPN Manager Web GUIへのログイン
次の手順に従って、Cisco EPN Manager Web GUIにログインします。

手順

ステップ 1 クライアントマシンで、サポートされているブラウザのいずれかを起動します。

ステップ 2 ブラウザのアドレス行に https://serverIPと入力します。ここで、serverIPはインストールした Cisco
EPN Manager上のサーバの IPアドレスです。ログインウィンドウが表示されます。
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クライアントが Cisco EPN Manager Web GUIに初めてアクセスした場合は、サイトが信頼されていないと
いう警告がブラウザに表示されることがあります。この場合は、指示に従ってセキュリティ例外を追加し、

CiscoEPNManagerサーバから自己署名証明書をダウンロードします。この手順の完了後に、ブラウザは将
来のすべてのログイン試行で Cisco EPN Managerを信頼できるサイトとして受け入れます。

ステップ 3 インストール中に指定したWeb GUIルートのユーザ名とパスワードを入力します。

ライセンスの問題が発生した場合は、アラートボックスにメッセージが表示されます。評価ライセンスが

ある場合は、ライセンスの有効期限までの日数が表示されます。ライセンスの期限が切れているというア

ラートが表示されます（この問題に対処するには、[管理（Administration）]> [ライセンスとソフトウェア
の更新（Licenses and Software Updates）] > [ライセンス（Licenses）]ページに直接移動するオプションも
あります）。ライセンスの詳細については、『Cisco Evolved Programmable Network Manager User and
Administrator Guide』参照してください。

ステップ 4 [ログイン（Login）]をクリックし、Cisco EPN Manager Web GUIにログインします。ホームページが表示
され、Web GUIを使用できるようになりました。ダッシュボードとダッシュレットについては、『Cisco
Evolved Programmable Network Manager User and Administrator Guide』参照してください。

ステップ 5 セキュリティを強化するため、次の手順を実行します。

1. [管理（Administration）] > [ユーザ（Users）] > [ロールとAAA（Roles & AAA）] > [パスワードの変更
（Change Password）]を選択し、Web GUIルートユーザのパスワードを変更します。

2. 管理者権限またはスーパーユーザ権限を持つ Cisco EPN Manager Web GUIユーザを少なくとも 1人作
成し、Web GUIルートユーザを無効にします。このユーザの無効化については、『Cisco Evolved
ProgrammableNetworkManager User andAdministrator Guide』のユーザ管理に関するトピックを参照して
ください。

3. まだ実行していない場合は、Linux CLIユーザを無効にします。『Cisco Evolved Programmable Network
Manager User and Administrator Guide』を参照してください。

次のタスク

サーバ、ユーザ、障害、およびWeb GUI管理のセットアップタスクを実行します。タスクの
詳細なリストについては、『Cisco Evolved Programmable NetworkManager User and Administrator
Guide』の管理に関する頁の冒頭を参照してください。

Cisco EPN Managerユーザインターフェイスとユーザタイプについては、『Cisco Evolved
Programmable Network Manager User and Administrator Guide』を参照してください。

サポートされるタイムゾーン
この表に、システムのタイムゾーンで利用可能な値を示します。

Etc/GMT+6America/St_JohnsAfrica/Abidjan

Etc/GMT+7America/St_KittsAfrica/Accra
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Etc/GMT+8America/St_LuciaAfrica/Addis_Ababa

Etc/GMT+9America/St_ThomasAfrica/Algiers

Etc/GMT0America/St_VincentAfrica/Asmara

Etc/GMT-0America/Swift_CurrentAfrica/Asmera

Etc/GMT-1America/TegucigalpaAfrica/Bamako

Etc/GMT-10America/ThuleAfrica/Bangui

Etc/GMT-11America/Thunder_BayAfrica/Banjul

Etc/GMT-12America/TijuanaAfrica/Bissau

Etc/GMT-13America/TorontoAfrica/Blantyre

Etc/GMT-14America/TortolaAfrica/Brazzaville

Etc/GMT-2America/VancouverAfrica/Bujumbura

Etc/GMT-3America/VirginAfrica/Cairo

Etc/GMT-4America/WhitehorseAfrica/Casablanca

Etc/GMT-5America/WinnipegAfrica/Ceuta

Etc/GMT-6America/YakutatAfrica/Conakry

Etc/GMT-7America/YellowknifeAfrica/Dakar

Etc/GMT-8Antarctica/CaseyAfrica/Dar_es_Salaam

Etc/GMT-9Antarctica/DavisAfrica/Djibouti

Etc/GreenwichAntarctica/DumontDUrvilleAfrica/Douala

Etc/UCTAntarctica/MawsonAfrica/El_Aaiun

Etc/UniversalAntarctica/McMurdoAfrica/Freetown

Etc/UTCAntarctica/PalmerAfrica/Gaborone

Etc/ZuluAntarctica/RotheraAfrica/Harare

Europe/AmsterdamAntarctica/South_PoleAfrica/Johannesburg

Europe/AndorraAntarctica/SyowaAfrica/Kampala

Europe/AthensAntarctica/VostokAfrica/Khartoum

Europe/Belfastrctic/LongyearbyenAfrica/Kigali

Europe/BelgradeAsia/AdenAfrica/Kinshasa

Europe/BerlinAsia/AlmatyAfrica/Lagos
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Europe/BratislavaAsia/AmmanAfrica/Libreville

Europe/BrusselsAsia/AnadyrAfrica/Lome

Europe/BucharestAsia/AqtauAfrica/Luanda

Europe/BudapestAsia/AqtobeAfrica/Lubumbashi

Europe/ChisinauAsia/AshgabatAfrica/Lusaka

Europe/CopenhagenAsia/AshkhabadAfrica/Malabo

Europe/DublinAsia/BaghdadAfrica/Maputo

Europe/GibraltarAsia/BahrainAfrica/Maseru

Europe/GuernseyAsia/BakuAfrica/Mbabane

Europe/HelsinkiAsia/BangkokAfrica/Mogadishu

Europe/Isle_of_ManAsia/BeirutAfrica/Monrovia

Europe/IstanbulAsia/BishkekAfrica/Nairobi

Europe/JerseyAsia/BruneiAfrica/Ndjamena

Europe/KaliningradAsia/CalcuttaAfrica/Niamey

Europe/KievAsia/ChoibalsanAfrica/Nouakchott

Europe/LisbonAsia/ChongqingAfrica/Ouagadougou

Europe/LjubljanaAsia/ChungkingAfrica/Porto-Novo

Europe/LondonAsia/ColomboAfrica/Sao_Tome

Europe/LuxembourgAsia/DaccaAfrica/Timbuktu

Europe/MadridAsia/DamascusAfrica/Tripoli

Europe/MaltaAsia/DhakaAfrica/Tunis

Europe/MariehamnAsia/DiliAfrica/Windhoek

Europe/MinskAsia/DubaiAmerica/Adak

Europe/MonacoAsia/DushanbeAmerica/Anchorage

Europe/MoscowAsia/GazaAmerica/Anguilla

Europe/NicosiaAsia/HarbinAmerica/Antigua

Europe/OsloAsia/Ho_Chi_MinhAmerica/Araguaina

Europe/ParisAsia/Hong_KongAmerica/Argentina/

Europe/PodgoricaAsia/HovdAmerica/Argentina/

Cisco Evolved Programmable Network Manager 4.1インストールガイド
26

インストール関連の補足情報と手順

サポートされるタイムゾーン



Europe/PragueAsia/IrkutskAmerica/Argentina/Catamarca

Europe/RigaAsia/IstanbulAmerica/Argentina/Cordoba

Europe/RomeAsia/JakartaAmerica/Argentina/Jujuy

Europe/SamaraAsia/JayapuraAmerica/Argentina/La_Rioja

Europe/SamaraAsia/JerusalemAmerica/Argentina/Mendoza

Europe/SarajevoAsia/KabulAmerica/Argentina/Rio_Gallegos

Europe/SimferopolAsia/KamchatkaAmerica/Argentina/Salta

Europe/SkopjeAsia/KarachiAmerica/Argentina/San_Juan

Europe/SofiaAsia/KashgarAmerica/Argentina/San_Luis

Europe/StockholmAsia/KathmanduAmerica/Argentina/Tucuman

Europe/TallinnAsia/KatmanduAmerica/Argentina/Ushuaia

Europe/TiraneAsia/KolkataAmerica/Aruba

Europe/TiraspolAsia/KrasnoyarskAmerica/Asuncion

Europe/UzhgorodAsia/Kuala_LumpurAmerica/Atikokan

Europe/VaduzAsia/KuchingAmerica/Atka

Europe/VaticanAsia/KuwaitAmerica/Bahia

Europe/ViennaAsia/MacaoAmerica/Barbados

Europe/VilniusAsia/MacauAmerica/Belem

Europe/VolgogradAsia/MagadanAmerica/Belize

Europe/WarsawAsia/MakassarAmerica/Blanc-Sablon

Europe/ZagrebAsia/ManilaAmerica/Boa_Vista

Europe/ZaporozhyeAsia/MuscatAmerica/Bogota

Europe/ZurichAsia/NicosiaAmerica/Boise

FactoryAsia/NovosibirskAmerica/Buenos_Aires

GBAsia/OmskAmerica/Cambridge_Bay

GB-EireAsia/OralAmerica/Campo_Grande

GMTAsia/Phnom_PenhAmerica/Cancun

GMT+0Asia/PontianakAmerica/Caracas

GMT0Asia/PyongyangAmerica/Catamarca
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GMT-0Asia/QatarAmerica/Cayenne

GreenwichAsia/QyzylordaAmerica/Cayman

HongkongAsia/RangoonAmerica/Chicago

HSTAsia/RiyadhAmerica/Chihuahua

IcelandAsia/Riyadh87America/Coral_Harbour

Indian/AntananarivoAsia/Riyadh88America/Cordoba

Indian/ChagosAsia/Riyadh89America/Costa_Rica

Indian/ChristmasAsia/SaigonAmerica/Cuiaba

Indian/CocosAsia/SakhalinAmerica/Curacao

Indian/ComoroAsia/SamarkandAmerica/Danmarkshavn

Indian/KerguelenAsia/SeoulAmerica/Dawson

Indian/MaheAsia/ShanghaiAmerica/Dawson_Creek

Indian/MaldivesAsia/SingaporeAmerica/Denver

Indian/MauritiusAsia/TaipeiAmerica/Detroit

Indian/MayotteAsia/TashkentAmerica/Dominica

Indian/ReunionAsia/TbilisiAmerica/Edmonton

IranAsia/TehranAmerica/Eirunepe

IsraelAsia/Tel_AvivAmerica/El_Salvador

JamaicaAsia/ThimbuAmerica/Ensenada

JapanAsia/ThimphuAmerica/Fort_Wayne

KwajaleinAsia/TokyoAmerica/Fortaleza

LibyaAsia/Ujung_PandangAmerica/Glace_Bay

METAsia/UlaanbaatarAmerica/Godthab

Mexico/BajaNorteAsia/Ulan_BatorAmerica/Goose_Bay

Mexico/BajaSurAsia/UrumqiAmerica/Grand_Turk

Mexico/GeneralAsia/VientianeAmerica/Grenada

Mideast/Riyadh87Asia/VladivostokAmerica/Guadeloupe

Mideast/Riyadh88Asia/YakutskAmerica/Guatemala

Mideast/Riyadh89Asia/YekaterinburgAmerica/Guayaquil
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MSTAsia/YerevanAmerica/Guyana

MST7MDTAtlantic/AzoresAmerica/Halifax

NavajoAtlantic/BermudaAmerica/Havana

New_SalemAtlantic/CanaryAmerica/Hermosillo

NZAtlantic/Cape_VerdeAmerica/Indiana/Indianapolis

NZ-CHATAtlantic/FaeroeAmerica/Indiana/Knox

Pacific/ApiaAtlantic/FaroeAmerica/Indiana/Marengo

Pacific/AucklandAtlantic/Jan_MayenAmerica/Indiana/Petersburg

Pacific/ChathamAtlantic/MadeiraAmerica/Indiana/Tell_City

Pacific/EasterAtlantic/ReykjavikAmerica/Indiana/Vevay

Pacific/EfateAtlantic/South_GeorgiaAmerica/Indiana/Vincennes

Pacific/EnderburyAtlantic/St_HelenaAmerica/Indiana/Winamac

Pacific/FakaofoAtlantic/StanleyAmerica/Indianapolis

Pacific/FijiAustralia/ACTAmerica/Inuvik

Pacific/FunafutiAustralia/AdelaideAmerica/Iqaluit

Pacific/GalapagosAustralia/BrisbaneAmerica/Jamaica

Pacific/GambierAustralia/Broken_HillAmerica/Jujuy

Pacific/GuadalcanalAustralia/CanberraAmerica/Juneau

Pacific/GuamAustralia/CurrieAmerica/Kentucky/Louisville

Pacific/HonoluluAustralia/DarwinAmerica/Kentucky/Monticello

Pacific/JohnstonAustralia/EuclaAmerica/Knox_IN

Pacific/KiritimatiAustralia/HobartAmerica/La_Paz

Pacific/KosraeAustralia/LHIAmerica/Lima

Pacific/KwajaleinAustralia/LindemanAmerica/Los_Angeles

Pacific/MajuroAustralia/Lord_HoweAmerica/Louisville

Pacific/MarquesasAustralia/MelbourneAmerica/Maceio

Pacific/MidwayAustralia/NorthAmerica/Managua

Pacific/NauruAustralia/NSWAmerica/Manaus

Pacific/NiueAustralia/PerthAmerica/Marigot
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Pacific/NorfolkAustralia/QueenslandAmerica/Martinique

Pacific/NoumeaAustralia/SouthAmerica/Mazatlan

Pacific/Pago_PagoAustralia/SydneyAmerica/Mendoza

Pacific/PalauAustralia/TasmaniaAmerica/Menominee

Pacific/PitcairnAustralia/VictoriaAmerica/Merida

Pacific/PonapeAustralia/WestAmerica/Mexico_City

Pacific/Port_MoresbyAustralia/YancowinnaAmerica/Miquelon

Pacific/RarotongBrazil/AcreAmerica/Moncton

Pacific/SaipanBrazil/DeNoronhaAmerica/Monterrey

Pacific/SamoaBrazil/EastAmerica/Montevideo

Pacific/TahitiBrazil/WestAmerica/Montreal

Pacific/TarawaBuenos_AiresAmerica/Montserrat

Pacific/TongatapuCanada/AtlanticAmerica/Nassau

Pacific/TrukCanada/CentralAmerica/New_York

Pacific/WakeCanada/EasternAmerica/Nipigon

Pacific/WallisCanada/East-SaskatchewanAmerica/Nome

Pacific/YapCanada/MountainAmerica/Noronha

PolandCanada/NewfoundlandAmerica/North_Dakota/

PortugalCanada/PacificAmerica/North_Dakota/Center

PRCCanada/SaskatchewanAmerica/Panama

PST8PDTCanada/YukonAmerica/Pangnirtung

ROCCETAmerica/Paramaribo

ROKChile/ContinentalAmerica/Phoenix

SingaporeChile/EasterIslandAmerica/Port_of_Spain

TurkeyComodRivadaviaAmerica/Port-au-Prince

UCTCST6CDTAmerica/Porto_Acre

UniversalCubaAmerica/Porto_Velho

US/AlaskaEETAmerica/Puerto_Rico

US/AleutianEgyptAmerica/Rainy_River
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US/ArizonaEireAmerica/Rankin_Inlet

US/CentralESTAmerica/Recife

US/EasternEST5EDTAmerica/Regina

US/East-IndianaEtc/GMTAmerica/Resolute

US/HawaiiEtc/GMT+0America/Rio_Branco

US/Indiana-StarkeEtc/GMT+1America/Rosario

US/MichiganEtc/GMT+10America/Santarem

US/MountainEtc/GMT+11America/Santiago

US/PacificEtc/GMT+12America/Santo_Domingo

US/SamoaEtc/GMT+2America/Sao_Paulo

UTCEtc/GMT+3America/Scoresbysund

WETEtc/GMT+4America/Shiprock

W-SUEtc/GMT+5America/St_Barthelemy

Zulu
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